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暦の上では春ですが、まだ肌寒い

毎日ですね。体を休めたり、手洗い、

うがいを励行し、風邪をひかないよ

うに予防しましょう。 （上田） 

第 34 号 

インフルエンザ 県内発生少ないが･･･油断禁物！！ 
 県内のインフルエンザウイルスの検出も例年になく少ない状況です。また、今シーズンの県

内のウイルス分離状況は、Ｂ型 5 件（嶺北 1 件、嶺南 4 件）、Ａ香港型 2 件（嶺南）となって

います。 （福井県感染症流行予測調査 1 月 30 日現在） 

しかし、1 月中頃から、福井県のインフルエンザの定 

点当たりの患者数が、流行の目安としている 1.00 人を 

上回り、毎週増加しています。予断を許さず、手洗い、 

うがいを行い予防に努めましょう。そして、インフルエ 

ンザにかかった場合は、早めに医療機関を受診しましょ 

う。 

インフルエンザ患者数、毎週増えてきています！ 

守って防いでインフルエンザ ～手洗い、うがい、マスク、ワクチン～ 

福井県感染症発生動向調査速報【1 月】 
【Ｈ19.1.1（第１週）～2.4（第 5 週）】 

・ 1～3・5 類：報告なし 

・ 4 類：つつが虫病  1 名 

     レジオネラ症 1 名 

※若狭管内での報告なし 

インフルエンザの定点当たり患者数(福井県)
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鳥インフルエンザ 

 1 月に入り、国内で鳥インフルエンザが数例発

生していますが、ヒトからヒトにうつったことが

確認された例はありません。 

また日本では、この病気にかかった鶏等が徹底

的に処分されており、通常の生活で病気の鳥と接

触したり、フンを吸い込むようなことはあまりな

いことから、鳥インフルエンザに感染する可能性

は極めて低いと考えられています。 

さらに、これまで、鶏肉や鶏卵を食べることに

よって、鳥インフルエンザに感染したという事例

の報告はありません。鶏卵を「生」で食べること

が、不安な方は加熱（ＷＨＯの食中毒防止のため

の過熱条件：中心部 70℃、瞬間）することをおす

すめします。また鶏肉については、食中毒予防の

観点からも、充分加熱して食べて下さい。            

 （厚生労働省等より） 


